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あたたかな関わり合い 

副校長 永島 典子 

色とりどりの紫陽花の花が雨に映える季節となりました。これから雨の日が多くなりますが、雨ならではのすてき

を見つけていけたらと思います。 

今年度も「ともキラ集会（縦割り活動）」を行っていきます。本校では、６年生をリーダーに全校５４１人を１５班に

分け、各班に１年生から６年生まで入るように縦割り班を編成し活動しており

ます。 

縦割り活動のねらいは、「異なる学年の友だちと親しむ気持ちを育てるこ

と」「自分の成長を自覚し、周りの人に気持ちを向け、協力し合おうとする態

度を育てること」等、豊かな心と社会性を育むことです。 

５月１２日は、第１回ともキラ集会（初顔合わせ）

を行いました。それぞれの班が 6 年生を中心に、 

自己紹介をしたり、仲を深めるためにみんなでできる遊びをしたりしました。みんなが楽

しく活動し、仲を深めるために、会の進め方や遊びについて、たくさんの工夫が見られま

した。また、腰をかがめて低学年の子どもたちと同じ目線で対話をする６年生を多く見か

けました。どこでどのようにして学んだことなのか、きっと、活動を重ねる中で、これまでの

上学年の動きをまねたり、自分がしてもらっていた経験を思い返したりしながら、身に付

けてきたのでしょう。私はその姿に感心し、うれしくなりました。 

５月３０日には、ともキラ全校遠足で海の公園に出かけました。各グループでの遊びを楽しみ、充実した時間とな

りました。また、高学年が低学年をやさしくサポートするなど、上級生として、頼

もしい姿がたくさん見られました。保護者ボランティアのみなさまには、蒸し暑

い中、見守りをしていただきありがとうございました。 

上級生にとって縦割り活動は、楽しくもあり大変な活動でもあります。上級生

はリーダーとしての責任と思いやりをもち、下級生は上級生に感謝したり憧れ

たりします。そんな中で「人との関わり」を自然と身に付けていきます。 

子どもたちを取り囲む社会の変化により、子どもたちは「人と関わる大切さ」

を肌で感じることが難しくなってきております。「人と関わりたい」と思う気持ちは、自らの体験により獲得されてい

きます。学校では、縦割り活動を計画的に行い、６年間をかけて「豊かな心と社会性の基礎」を作っていきたいと考

えます。異学年での活動の中で「協力できた。」「人の役に立てた。」「みんなと遊ぶと楽しい。」という子どもたちの

思いを大切に、お互いを思いやる心や他者との接し方を学ぶ場として、将来に繋がる社会性を育んでいきます。 

新しい学年になり、２か月が過ぎました。学習も進み、基礎固めの大切な時期になります。希望や意欲をもって

次のステップに進めるよう、より一層、ご家庭との連携を図り、子どもたちの育ちを見守ってまいります。 
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